
                  

祭
の
開
催
に
伴
い
、会
場
周
辺
の
交
通
抑

制
を
行
い
ま
す
。 

車
両
の
通
行
が
で
き
な
く
な
る
時
間 

７
月
２６
日

　
午
後
６
時
〜
１０
時
３０
分 

車
両
通
行
抑
制
協
力
区
域
は
、天
王
川
公

園
を
中
心
に
広
範
囲
に
及
び
ま
す
。ま
た
、津

島
高
等
学
校
で
の
打
ち
上
げ
花
火
実
施
に
伴

う
抑
制
も
行
わ
れ
ま
す
の
で
、詳
し
く
は「
尾

張
津
島
天
王
祭
」
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
ご
参

照
く
だ
さ
い
。 

居
住
等
証
明
書
に
つ
い
て 

帰
宅
等
が
ど
う
し
て
も
抑
制
時
間
に
か
か

る
場
合
に
は
、前
も
っ
て
左
記
ま
で
届
け
出
て

く
だ
さ
い
。
証
明
書
を
お
渡
し
し
ま
す
。 

な
お
、届
け
出
に
は
住
所
、氏
名（
使
用
者
）、

登
録
番
号（
ナ
ン
バ
ー
）を
記
入
し
て
い
た
だ

き
ま
す
。 

閉
庁
時
に
つ
い
て
は
、市
役
所
の
宿
直
に
て

証
明
書
を
発
行
し
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ

い
。 

届
出
・
問
合
　
産
業
振
興
課
商
工
観
光
Ｇ（
市

役
所
２
階
）内
線
２
２
５
２
・
２
２
５
３ 

   

子
ど
も
と
高
齢
者
を
交
通
事
故
か
ら
守
ろ
う 

ド
ラ
イ
バ
ー
は
、高
齢
者
の
歩
行
や
子
ど

も
の
飛
び
出
し
に
配
慮
し
た
思
い
や
り
運
転

を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。 

す
べ
て
の
座
席
で
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル

ド
シ
ー
ト
を
正
し
く
着
用
し
よ
う 

「
カ
チ
ッ
と
１
０
０
！
」
を
合
言
葉
に
、後

部
座
席
を
含
む
す
べ
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ

ル
ト
着
用
を
確
か
め
て
か
ら
発
進
し
ま
し
ょ

う
。 

飲
酒
運
転
を
根
絶
し
よ
う 

ド
ラ
イ
バ
ー
は
、飲
酒
運
転
根
絶
の
主
役

で
あ
る
こ
と
を
自
覚
し
、酒
を
勧
め
ら
れ
て

も
キ
ッ
パ
リ
と
断
り
、飲
酒
と
ハ
ン
ド
ル
の
遮

断
に
努
め
ま
し
ょ
う
。 

問
合
　
地
域
安
全
課
交
通
防
犯
Ｇ 

　
　
　
内
線
２
３
６
２ 

     

子
ど
も
医
療
費（
一
部
の
方
）、心
身
障
害

者
医
療
費（
一
部
の
方
）、母
子
家
庭
等
医
療

費
、後
期
高
齢
者
福
祉
医
療
費（
一
部
の
方
）

の
受
給
者
証
の
有
効
期
限
は
７
月
３１
日
で
す
。 

対
象
者
に
は
、６
月
中
旬
に
申
請
通
知
等

を
送
付
し
て
い
ま
す
。
忘
れ
ず
に
更
新
の
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。 

問
合
　
保
険
年
金
課
医
療
・
年
金
Ｇ 

　
　
　
内
線
２
１
２
３
・
２
１
２
４ 

   

現
在
、お
持
ち
の
被
保
険
者
証
の
有
効
期

限
は
７
月
３１
日
で
す
。 

８
月
１
日
か
ら
使
用
し
て
い
た
だ
く
被
保

険
者
証
を
、７
月
中
旬
か
ら
下
旬
に
か
け
て

簡
易
書
留
郵
便
で
お
送
り
し
ま
す
。 

被
保
険
者
証
の
色
は
薄
い
青
色
か
ら
オ
レ

ン
ジ
色
に
か
わ
り
ま
す
。 

保
険
料
に
未
納
が
あ
る
方
に
つ
い
て
は
、納

付
相
談
を
行
い
被
保
険
者
証
を
交
付
い
た
し

ま
す
。 

問
合
　
保
険
年
金
課
医
療
・
年
金
Ｇ 

　
　
　
内
線
２
１
２
３
・
２
１
２
４ 

   

受
験
資
格
　
次
の
①
及
び
②
に
該
当
す
る
方 

①
保
健
・
医
療
・
福
祉
の
各
分
野
で
合
計
５
年

以
上（
一
部
の
対
象
者
は
１０
年
以
上
）の
実

務
経
験
が
あ
る
方 

②
①
の
業
務
に
従
事
し
て
い
る
勤
務
地
が
県

内
に
あ
る
方
、も
し
く
は
、現
在
①
の
業
務

に
従
事
し
て
い
な
い
が
、住
所
地
が
県
内

に
あ
る
方 

試
験
日
　
１０
月
２６
日

 

配
布
場
所
　
市
区
町
村
役
場
、県
高
齢
福
祉

課
、県
福
祉
相
談
セ
ン
タ
ー
地
域
福
祉
課
、

県
民
生
活
プ
ラ
ザ
、県
社
会
福
祉
協
議
会 

願
書
の
配
布
・
受
付
期
間
　
７
月
３１
日

ま

で 

問
合
　
県
社
会
福
祉
協
議
会
福
祉
人
材
セ
ン

タ
ー
　
介
護
支
援
専
門
員
実
務
研
修
受
講

試
験
係 

　
1
０
５
２
ー

２
２
０
ー

２
２
５
０ 

        『
非
行
の
芽
　
は
や
め
に
つ
も
う
　 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み
な
我
が
子
』 

夏
休
み
を
迎
え
る
こ
の
時
期
は
、青
少
年

の
生
活
が
不
規
則
に
な
り
が
ち
で
、気
持
ち

も
緩
む
こ
と
か
ら
非
行
に
陥
り
や
す
く
、思

わ
ぬ
犯
罪
被
害
に
巻
き
込
ま
れ
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。 

大
人
自
身
が
率
先
し
て
規
律
あ
る
行
動
を

と
る
こ
と
に
よ
り
、青
少
年
の
非
行
・
被
害
防

止
に
つ
な
げ
ら
れ
る
よ
う
、ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。 

街
頭
啓
発
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン 

　
７
月
２
日

　
午
後
４
時
４５
分 

　
津
島
駅
周
辺 

主
唱
　
県
、県
青
少
年
育
成
県
民
会
議
、市

青
少
年
問
題
協
議
会 

問
合
　
市
青
少
年
問
題
協
議
会（
社
会
教
育

課
生
涯
学
習
Ｇ
）内
線
２
２
８
２ 

「
尾
張
津
島
天
王
祭
」
打
ち
上
げ
花
火
 

へ
の
協
賛
寄
附
金
及
び
募
金
等
の
お
願
い
 

福
祉
医
療
費
受
給
者
証
の
更
新
 

「
尾
張
津
島
天
王
祭
」
の
交
通
抑
制
 

に
ご
協
力
く
だ
さ
い
 

第
１７
回
愛
知
県
介
護
支
援
専
門
員
 

実
務
研
修
受
講
試
験
 

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
 

被
保
険
者
証
の
更
新
 

お
知
ら
せ 

７
月
１１
日

〜
２０
日

夏
の
交
通
安
全
県
民
運
動
 

７
月
１
日

〜
３１
日

青
少
年
の
非
行
・
被
害
防
止
に
取
り
 

組
む
県
民
運
動（
夏
期
） 

「市政のひろば」つしま2014.7１０ 

市役所　124-1111 お知らせ 



   
 

通
知
書
の
内
容
は
、１
年
間
の
保
険
税
を

決
定
し
、仮
算
定
分（
第
１
・
２
期
）を
差
し
引

い
た
金
額
で
す
。
平
成
２６
年
４
月
以
降
に
新

規
加
入
さ
れ
た
世
帯
は
、加
入
月
か
ら
平
成

２７
年
３
月
ま
で
の
金
額
で
す
。 

な
お
、年
間
の
保
険
税
額
が
、仮
算
定
分
の

課
税
額
以
下
の
世
帯
に
は
、平
成
２６
年
度
国

民
健
康
保
険
税
賦
課
更
正
通
知
書
を
お
送
り

し
ま
す
。 

保
険
税
は
市
役
所
・
銀
行
・
郵
便
局
・
コ
ン

ビ
ニ
で
納
付
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、コ
ン
ビ
ニ

で
は
、納
期
限
が
過
ぎ
た
り
、汚
し
た
納
付
書

は
ご
利
用
に
な
れ
ま
せ
ん
。 

保
険
税
納
付
は
口
座
振
替
で
！ 

口
座
振
替
納
付
は
、一
度
の
手
続
き
で
済

み
、金
融
機
関
等
に
納
め
に
行
く
必
要
が
な

く
仕
事
な
ど
で
忙
し
い
方
に
大
変
便
利
で
す
。 

市
役
所
の
窓
口
で
の
手
続
き
で
は
、キ
ャ
ッ

シ
ュ
カ
ー
ド
を
オ
ン
ラ
イ
ン
端
末
で
読
み
取
り
、

暗
証
番
号
を
入
力
す
れ
ば
、そ
の
場
で
申
し

込
み
が
完
了
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ

い
。（
一
部
利
用
で
き
な
い
金
融
機
関
が
あ
り

ま
す
。
） 

保
険
税
の
年
金
天
引
き
に
つ
い
て 

世
帯
主
の
年
金
か
ら
天
引
き
で
保
険
税
を

納
め
る
こ
と
を「
特
別
徴
収
」と
い
い
ま
す
。 

特
別
徴
収
対
象
世
帯 

・
世
帯
内
の
国
民
健
康
保
険
加
入
者
全
員
が

６５
歳
以
上
７５
歳
未
満
で
あ
る
こ
と 

・
年
金
の
受
給
額
が
年
１８
万
円
以
上
で
あ
る

こ
と 

・
世
帯
主
の
国
民
健
康
保
険
税
と
介
護
保
険

料
１
回
当
た
り
に
徴
収
す
る
合
計
額
が
、

２
カ
月
に
１
回
支
給
さ
れ
る
年
金
受
給
額

の
２
分
の
１
を
超
え
て
い
な
い
こ
と 

※
こ
れ
ま
で
年
金
か
ら
保
険
税
の
仮
徴
収
が

行
わ
れ
て
い
た
方
に
は
、７
月
中
旬
に
特
別

徴
収
額
決
定
通
知
書（
１０
月
か
ら
来
年
２
月

ま
で
の
徴
収
額
）を
送
付
し
ま
す
。
な
お
、「
特

別
徴
収
」の
対
象
条
件
か
ら
外
れ
た
場
合
は
、

納
付
書
や
口
座
振
替
に
よ
り
お
支
払
い
い
た

だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

減
免
制
度
・
軽
減
制
度
に
つ
い
て 

特
別
な
事
情
で
保
険
税
を
納
め
る
こ
と
が

困
難
な
世
帯
の
方
に
対
し
て
減
免
制
度
を
設

け
て
い
ま
す
。（
表
参
照
） 

持
ち
物
　
保
険
証
、印
鑑（
朱
肉
を
使
用
す
る

も
の
） 

※
「
倒
産･

解
雇
な
ど
に
よ
る
離
職（
特
定
受

給
資
格
者
）」
や
「
雇
い
止
め
な
ど
に
よ
る
離

職（
特
定
理
由
離
職
者
）
」
を
さ
れ
た
方
へ
の

軽
減
制
度
も
あ
り
ま
す
の
で
、お
早
目
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。 

高
齢
受
給
者
証
を
お
持
ち
の
方
へ 

７
月
下
旬
に
７０
歳
〜
７４
歳
の
方
に
対
し
新

し
い
高
齢
受
給
者
証
を
発
送
し
ま
す
。 

現
在
お
持
ち
の
高
齢
受
給
者
証
の
有
効
期

限
は
７
月
３１
日
と
な
っ
て
お
り
、８
月
か
ら
は

利
用
で
き
ま
せ
ん
の
で
、ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

８
月
か
ら
は
、平
成
２６
年
度
市
県
民
税
課

税
所
得
金
額
に
よ
り
、医
療
機
関
の
窓
口
負

担
割
合
を
決
定
し
ま
す
。 

窓
口
負
担
割
合
に
つ
い
て 

同
一
世
帯
に
、課
税
所
得
金
額
が
１
４
５

万
円
以
上
の
７０
〜
７４
歳
の
国
保
被
保
険
者
が

い
る
方
は
、自
己
負
担
割
合
が
３
割
に
な
り

ま
す
。
た
だ
し
、そ
の
該
当
者
の
収
入
額
合
計

が
２
人
以
上
で
５
２
０
万
円
未
満
の
方
、単

身
世
帯
で
３
８
３
万
円
未
満
の
方
は
申
請
さ

れ
ま
す
と
１
割
（
昭
和
１９
年
４
月
２
日
以
降

生
ま
れ
の
方
は
２
割
）負
担
に
な
り
ま
す
。 

問
合
　
保
険
年
金
課
国
民
健
康
保
険
Ｇ 

　
　
　
内
線
２
１
２
５
〜
２
１
２
９ 

 

平
成
２６
年
度
国
民
健
康
保
険
税
 

納
税
通
知
書（
第
３
〜
１０
期
）を
 

７
月
中
旬
に
発
送
し
ま
す
 

 保
険
税
納
付
は
口
座
振
替
で
！！
 

保
険
税
の
年
金
天
引
き
に
つ
い
て 

減
免
制
度
・
軽
減
制
度
に
つ
い
て 

高
齢
受
給
者
証
を
お
持
ち
の
方
へ 

窓
口
負
担
割
合
に
つ
い
て 

減免について 

１ 

理　　　　由 減免される額 

２ 

３ 

４ 

震災、風水害、火災、その他これらに類する災
害により、その居住する家屋が、次に掲げる被
害を受けたとき 

ア、全壊、全焼または流出 
減免理由が発生した日以後の納期分の
保険税額の全部 

イ、半壊または半焼 
減免理由が発生した日以後の納期分の
保険税額の５０％ 

平成２５年中の総所得金額等が３３万円以下の
所得申告世帯で、平成２６年４月１日現在の国保
加入者 

平成２６年度の保険税額の３０％ 

世帯主及び世帯内の国保加入者の平成２６年
中の総所得金額等の見込額が、平成２５年中の
総所得金額等に比べ３分の２以下に減少すると
見込まれる方で、平成２５年中の総所得金額等
が５００万円以下の方 

ア、平成２５年中の総所得金額等が２５０
　  万円以下 
平成２６年度の所得割額の５０％。ただし、
総所得金額等が平成２５年所得の３分の２
を超えた場合は、減免を取り消します。 

イ、平成２５年中の総所得金額等が２５０
　 万円を超え５００万以下 
平成２６年度の所得割額の３０％。ただし、
総所得金額等が平成２５年所得の３分の２
を超えた場合は、減免を取り消します。 

社会保険の被保険者が後期高齢者医療制度に
移行され、６５歳以上の被扶養者の方が国保に
加入された場合（ただし、平等割の減額は他に
国保加入者がいない世帯に限ります。） 

平成２６年度の所得割額・資産割額の
全額 
平成２６年度の均等割額の５０％ 
（平成２６年度の平等割額の５０％） 
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国
民
年
金
は
、所
得
の
減
少
や
失
業
等
で

経
済
的
に
納
付
が
困
難
な
場
合
、本
人
・
世
帯

主
・
配
偶
者（
３０
歳
未
満
の
方
は
、本
人
と
配

偶
者
）の
前
年
所
得
が
一
定
額
以
下
の
場
合

に
は
申
請
に
よ
り
、保
険
料
の
納
付
が
免
除

等
に
な
り
ま
す
。 

※
遡
及
期
間
の
見
直
し
に
よ
り
平
成
２６
年
４

月
よ
り
、過
去
２
年
間
の
未
納
期
間
に
お

い
て
各
種
免
除
申
請
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。 

　
例
　
平
成
２６
年
７
月
申
請
の
場
合 

　
　
　
平
成
２４
年
６
月
以
降
の
未
納
期
間 

免
除
期
間
　
毎
年
７
月
〜
翌
年
６
月 

受
付
　
保
険
年
金
課
医
療
・
年
金
Ｇ（
市
役
所

１
階
） 

・
平
成
２６
年
度
分
…
７
月
か
ら 

・
過
去
２
年
間
遡
及
の
場
合
…
随
時 

持
ち
物 

・
年
金
手
帳 

・
印
鑑（
朱
肉
使
用
の
も
の
） 

・
平
成
２４
年
１２
月
３１
日
以
降
に
退
職
さ
れ
た

方
は
、離
職
票
ま
た
は
雇
用
保
険
受
給
資

格
者
証（
１
年
以
上
遡
及
の
場
合
別
途
必

要
の
場
合
有
） 

・
平
成
２６
年
１
月
２
日
以
降
に
転
入
さ
れ
た

方
は
、前
住
所
地
で
の
課
税
・
非
課
税
証
明

書（
各
種
所
得
控
除
額
等
が
記
載
し
て
あ

る
も
の
。
１
年
以
上
遡
及
の
場
合
別
途
必

要
の
場
合
有
） 

そ
の
他
　 

　
災
害
な
ど
が
理
由
の
場
合
は
そ
の
事
由
発

生
の
前
月
分
か
ら
で
す
。
　 

注
意
　
免
除
制
度
は
、毎
年
申
請
が
必
要
で

す
。た
だ
し
、継
続
申
請
希
望
者
で
前
年
に

引
き
続
き
全
額
免
除
・
若
年
者
納
付
猶
予

に
該
当
し
た
方
は
申
請
の
必
要
は
あ
り
ま

せ
ん
。 

                      
  

問
合
　
保
険
年
金
課
医
療
・
年
金
Ｇ 

　
　
　
内
線
２
１
２
１
・
２
１
２
２ 

　
　
　
中
村
年
金
事
務
所 

　
　
　
1
０
５
２
ー

４
５
３
ー

７
２
０
０ 

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
制
度 

及
び
猶
予
制
度 

   

庁
舎
耐
震
改
修
工
事（
庁
舎
南
側
で

の
屋
外
作
業
）
実
施
に
伴
い
、南
玄
関

前
の
通
路
が
狭
く
な
り
ま
す
。
庁
舎
へ

の
出
入
り
は
、南
玄
関（
ス
ロ
ー
プ
の
み
）

ま
た
は
南
東
側
通
用
口（
階
段
の
み
）

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

な
お
、庁
舎
北
側
玄
関
及
び
ロ
ー
タ

リ
ー
、東
側
駐
車
場
に
つ
い
て
は
、引
き

続
き
閉
鎖
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

長
期
に
わ
た
り
、ご
迷
惑
を
お
か
け

し
ま
す
が
、ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

工
期
　
平
成
２７
年
２
月
末
ま
で 

問
合
　
財
政
課
管
財
・
契
約
Ｇ 

　
　
　
内
線
２
３
４
１
・
２
３
４
２ 

  

気
温
が
高
く
な
る
夏
場
は
、日
差
し
が
強

く
風
の
弱
い
日
に
、大
気
が
白
く
モ
ヤ
の
か
か

っ
た
よ
う
に
な
る
「
光
化
学
ス
モ
ッ
グ
」
が
発

生
し
や
す
く
な
り
ま
す
。 

光
化
学
ス
モ
ッ
グ
が
発
生
す
る
と
、目
が
チ

カ
チ
カ
し
た
り
息
苦
し
く
な
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。 

愛
知
県
で
は
、原
因
と
な
る
光
化
学
オ
キ

シ
ダ
ン
ト
の
濃
度
が
高
く
な
っ
た
と
き
に
は
、

光
化
学
ス
モ
ッ
グ
予
報
や
注
意
報
を
発
令
し

ま
す
。
予
報
、注
意
報
等
の
発
令
状
況
は
、県

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
新
聞
、ラ
ジ
オ
等
を
通
じ
て

お
知
ら
せ
す
る
ほ
か
、メ
ー
ル
配
信
サ
ー
ビ
ス

も
利
用
で
き
ま
す
。 

 

発
令
さ
れ
た
と
き
は 

・
屋
外
で
の
激
し
い
運
動
を
避
け
ま
し
ょ
う
。 

・
風
向
き
を
考
え
て
窓
を
閉
め
ま
し
ょ
う
。 

健
康
被
害
が
あ
っ
た
と
き
は 

目
や
の
ど
に
刺
激
を
感
じ
た
ら
、う
が
い

や
洗
眼
を
行
い
、最
寄
り
の
保
健
所
等
に
連

絡
し
て
く
だ
さ
い
。
症
状
が
改
善
し
な
い
場

合
は
、医
師
の
手
当
て
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。 

メ
ー
ル
配
信
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た
い 

県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。 

パ
ソ
コ
ン 

  

携
帯
端
末 

 問
合
　
生
活
環
境
課
環
境
保
全
Ｇ 

　
　
内
線
２
２
３
２ 

保険料免除・保険納付猶予制度 免除の対象となる所得のめやす 

注　４分の３・半額・４分の１免除に該当した場合、 
その納付部分を納めないと未納期間になります。 

注　「４人世帯」「２人世帯」のご夫婦は、 
夫か妻のどちらかのみに所得がある世帯の 
場合、「４人世帯」はお子さんが１６歳未満の 
場合のめやすです。 

区分 月額 
保険 
 

受給資 
格期間 Ｈ２１.４以降 

区分 
単身世帯 ２人世帯 

世帯構成 

４人世帯 

５７万円 ９２万円 １６２万円 全額免除 

９３万円 １４２万円 ２３０万円 ４分の３免除 

１４１万円 １９５万円 ２８２万円 半額免除 

１８９万円 ２４７万円 ３３５万円 ４分の１免除 

給付金額 

Ｈ２１.３以前 

全額免除 ０円 
算
入
さ
れ
ま
す 

 ８分の４ ６分の２ 

４分の３免除 ３,８１０円 ８分の５ ６分の３ 

半額免除 ７,６３０円 ８分の６ ６分の４ 

４分の１免除 １１,４４０円 ８分の７ ６分の５ 
若年者納付 
猶予制度 

（３０歳未満） 
 

０円 ０ 

追納 
期間 

１０年以内 
※３年度目
以降に追納
する場合は、
当時の保険
料額に経過
期間に応じ
た加算額が
上乗せされ
ます。 

耐
震
改
修
工
事
中
の
庁
舎
へ
の
 

出
入
り
に
つ
い
て
 

光
化
学
ス
モ
ッ
グ
に
注
意
 

　
 http://taiki-kankyo-aichi.jp/kankyo/ 

hatsurei/hatsureijyokyo.htm
l

　
 http://taiki-kankyo-aichi.jp/m

obile/
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４
回
の
講
習
会
を
通
じ
て
、専
門
家
か
ら
、

楽
器
の
手
入
れ
・
保
管
方
法
・
演
奏
方
法
や
、

神
子
舞
等
の
動
作
指
導
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
ま
た
、講
習
会
終
了
後
、お
囃
子
発

表
会
を
開
催
し
ま
す
。 

開
催
日
時
及
び
場
所
　
左
表
の
と
お
り 

                       

問
合
　
津
島
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
　 

　
　
　
1
２６
ー

１
６
０
０ 

  

対
象
　
市
民
税
非
課
税
世
帯
で
、市
内
に
居

住
し
在
宅
で
生
活
し
て
い
る
次
の
い
ず
れ

か
に
該
当
す
る
方 

・
６５
歳
以
上
の
ひ
と
り
暮
ら
し
の
方 

・
６５
歳
以
上
の
み
の
世
帯
で
介
護
保
険
法
の

規
定
に
よ
る
要
介
護
１
〜
５
の
認
定
を
受

け
て
い
る
方 

内
容
　
掛
布
団
、敷
布
団
、毛
布（
そ
れ
ぞ
れ

綿
、化
繊
製
の
も
の
）１
人
３
枚
ま
で 

※
掛
布
団
、敷
布
団
の
み
の
場
合
は
、合
計
２

枚
ま
で 

実
施
時
期
　
８
月
〜
９
月 

利
用
料
　
無
料 

申
込
　
７
月
１
日

〜
１６
日

に
直
接
左
記

へ
。 

問
合
　
市
社
会
福
祉
協
議
会
生
活
支
援
Ｇ
　

　
　
1
２２
ー

４
７
２
２ 

  

子
育
て
で
気
に
な
る
こ
と
の
あ
る
方
、お

子
さ
ん
に
障
が
い
が
あ
る
の
で
は
と
思
わ
れ

る
方
、お
子
さ
ん
の
就
学
に
つ
い
て
相
談
し
た

い
方
な
ど
に
、早
期
教
育
相
談
を
実
施
し
ま
す
。 

日
時
　
８
月
２１
日

・
２２
日

 

場
所
　
甚
目
寺
公
民
館（
あ
ま
市
甚
目
寺
二

伴
田
） 

　
1
０
５
２
ー

４
４
４
ー

１
６
２
１ 

対
象
　
幼
児(

３
歳
以
上)

か
ら
、平
成
２７
年

度
に
新
一
年
生
に
な
る
お
子
さ
ん(

６
歳

ま
で)

と
そ
の
保
護
者
の
方 

申
込
　
７
月
２５
日

ま
で
に
下
記
へ（
申
込

票
が
あ
り
ま
す
）。 

問
合
　
学
校
教
育
課
学
校
教
育
Ｇ 

　
　
　
内
線
２
２
６
３
・
２
２
６
４ 

  

対
象
　
２７
年
度
に
小
・
中
学
校
、高
等
学
校
等

入
学
予
定
で
障
が
い
が
あ
る
と
思
わ
れ
る

お
子
さ
ん
と
そ
の
保
護
者
の
方 

知
的
な
発
達
に
遅
れ
や
情
緒
に
障
が
い
の
あ

る
お
子
さ
ん 

　
佐
織
特
別
支
援
学
校（
愛
西
市
西
川
端
町
） 

　
1
３７
ー

２
０
６
１ 

　
開
催
日
　 

　
・
小
学
部
、中
学
部
　 

　
　
９
月
９
日

・
１０
月
８
日

 

手
足
の
不
自
由
な
お
子
さ
ん 

　
一
宮
特
別
支
援
学
校（
一
宮
市
杉
山
） 

　
1
０
５
８
６
ー

５１
ー

２
２
２
１ 

　
開
催
日
　 

　
・
幼
稚
部
、小
学
部 

　
　
９
月
１２
日

・
１０
月
１６
日

 

病
気
で
入
院
し
て
い
る
お
子
さ
ん 

　
大
府
特
別
支
援
学
校（
大
府
市
森
岡
町
） 

　
1
０
５
６
２
ー

４８
ー

５
３
１
１ 

　
開
催
日
　 

　
・
小
学
部
、中
学
部
、高
等
部  

　
　
１０
月
２８
日

・
１１
月
１４
日

 
申
込
・
問
合
　
体
験
入
学
希
望
先
の
学
校
に

直
接
電
話
し
て
く
だ
さ
い
。 

※
各
学
校
で
は
、体
験
入
学
以
外
の
日
に
も

随
時
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。 

   

こ
の
運
動
は
、地
域
ぐ
る
み
で
、犯
罪
防
止

に
取
り
組
み
、ま
た
罪
を
犯
し
た
人
の
更
生

に
力
を
注
ぎ
、明
る
く
住
み
や
す
い
社
会
を

築
こ
う
と
す
る
全
国
的
な
運
動
で
す
。 

講
演
と
映
画
の
つ
ど
い 

日
時
　
７
月
１１
日

　
午
後
１
時
３０
分 

場
所
　
文
化
会
館
小
ホ
ー
ル 

講
演
「
少
年
院
出
院
者
に
よ
る
セ
カ
ン
ド
チ

ャ
ン
ス
！
」 

講
師
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
セ
カ
ン
ド
チ
ャ
ン
ス
！ 

　
　
　
副
理
事
長
　
高
坂
朝
人
氏
ほ
か 

映
画
　
「
二
つ
の
道
」 

主
催
　
津
島
保
護
区
保
護
司
会 

共
催
　
市
更
生
保
護
女
性
会
、市
青
少
年
問

題
協
議
会 

※
耳
の
不
自
由
な
方
へ
手
話
通
訳
者
・
要
約

筆
記
者
を
配
置
し
ま
す
。 

問
合
　
福
祉
課
福
祉
Ｇ
　
内
線
２
１
３
１ 

  

建
物
の
耐
震
診
断
を
考
え
て
い
る
方
や
耐

震
補
強
工
事
を
迷
っ
て
い
る
方
に
耐
震
化
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
が
無
料
で
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
す
。 

日
時
　
８
月
２
日

・
３
日

１０
時

〜
午
後
４
時 

場
所
　
文
化
会
館
　
研
修
室 

申
込
　
計
画
建
築
課(

市
役
所
４
階)

に
あ
る

申
込
予
約
書
に
記
入
し
提
出 

主
催
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
耐
震
化
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

協
議
会
　 

問
合
　
計
画
建
築
課
都
市
計
画
・
建
築
Ｇ 

　
　
　
内
線
２
４
１
４ 

 

寝
具
洗
濯
乾
燥
サ
ー
ビ
ス
事
業
 

早
期
教
育
相
談
 

耐
震
改
修
相
談
会
 

「
尾
張
津
島
秋
ま
つ
り
　
三
百
年
祭
」
 

講
習
会
・
発
表
会
に
つ
い
て
 

県
立
特
別
支
援
学
校
体
験
入
学
 

行　事 

第１回講習会 
山車関係 

７月２１日（月・祝） 
午後６時３０分～８時５０分 

わざ・語り・ 
伝承の館 

小中高生、 
一般及び祭り 
お囃子関係者 

第２回講習会 
（１部）山車・石採祭車 
彫刻関係 
（２部）からくり関係 

８月１０日  
（１部）午後１時３０分～３時 
（２部）午後７時～８時４５分 

津島神社 
参集所 

小中高生、一般 
及び祭り 
からくり関係者 

第３回講習会 
山車関係 

８月２４日  
午後７時～８時５０分 

中下神守 
公民館 

小中高生、一般 
及び祭り 
お囃子関係者 

第４回講習会 
山車関係 

９月７日  
午後７時～８時５０分 

わざ・語り・ 
伝承の館 

小中高生、一般 
及び祭り 
お囃子関係者 

発表会 
９月２１日  
午後４時～６時２５分 

津島神社南門横 
（雨天時：津島神社 
参集所） 

小中高生、一般 
及び祭り関係者 

日　時 場　所 対象者 

７
月
１
日

〜
３１
日

第
６４
回
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
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